


8.主要成果の具体的数値

表1 飼育成績 (67日間〉

区N 目
総重量 平均体重 生残率 飼料効率 日間成長率 増重倍率

(Kg) (g) (覧) (%) {覧) (倍)

接種区 開始時 140 1.1 
終了時 1. 430 11. 7 96.1 154 3.64 10.2 

対照区 開始時 150 1.1 
終了時 900 6.9 95. 6 79 2. 79 6.0 

表2 攻撃によるワクチンの有効性の確認

攻撃薗量区分 経過回数 ピプ狗病による 有効

(個Iml) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 鍵死尾致事 率(%)

接種 。。 331 1 0 0 0 。。。。1 8 26.7 
5.0X10' 60 

対照 o 2 10 6 1 1 0 0 0 。。。。。 20 66.7 
接種 。。 o 0 1 0 000 。1 。。。 1 3.3 

5.0 x 10‘ 91. 8 
対照 o 1 154 1 0 0 0 。。。。。 12 40.0 
接種 。。 o 0 0 0 0 0 0 。。。。。 。。

5.0X103 

対照 。。 o 1 0 0 0 0 0 。。。。。 1 3.3 
有効率仰:(1-接種区擁死率/対照区躯死事)XI00但し対照区擁死率孟60S

9.今後の問題点
アユ養殖における細菌性疾病の現状から長期的にみれば、混合ワクチンの開発が必要であるが、当面

は、薬剤使用と比較した場合のワクチン使用のメリ vトや、コスト面からの検討を図り、ワクチンの普

及を進めることが課題である。

10.次年度の具体的計画

従来法と長時間・低濃度法(用法・用量の追加変更が認可された場合)で使用されるアユピブリオ病

ワクチンの普及と技術的なフォロー(作業性・安全性・有効性のチェ ック)および情報の収集。
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